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研究成果の概要（和文）：コーパスからのコロケーション情報の抽出の手法および言語教育上で

有意義な情報の整理について、理論的な考察とケーススタディを行った。コロケーション類似

現象は統語的に密接な関係にある内容語同士の場合を典型としつつも、その周辺部においては、

それぞれの言語における語の形態論的性質に依存して、多様な広がりをみせていて、コーパス

からのコロケーションの抽出にあたっては、このことを十分に考慮すべきであるとの結論にい

たった。 

研究成果の概要（英文）：Theoretical considerations and case studies have been conducted on 

methods of retrieving collocation information from corpora and ways of arranging  and 

presenting information in view of language teaching.  Collocation-like phenomena are 

typically found between syntactically related content words, but widely varied in marginal 

areas depending of morphological statuses of words in the language in question.  In 

retrieving collocations from corpora, this fact should be fully considered. 
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者は、早くから日本語コーパス言
語学を構想し、その成立に向けて試行的な研
究を行ってきた。また、財団法人日本エスペ
ラント学会の委託を受けてエスペラント日
本語辞典編集委員会に編集副主幹として加
わり、２００６年の『エスペラント日本語辞
典』（日本エスペラント学会）の刊行に多大
の貢献をした。これにあたっては、研究代表
者が独自に構築したテキストデータベース

が大いに活用され、従来は記述の不十分であ
ったコロケーションに関してもその成果を
生かした記述をすることができた。この辞書
編集における経験に基づく知見は、エスペラ
ント以外の言語の研究にも生かす価値のあ
ることであると考える。 

 英語コーパス言語学はその研究の展開の
なかで理論的な知見と実践的な経験とを蓄
積してきており、日本語など他の言語の研究
におけるコーパス利用にあたっても参考に
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なる点が数多い。エスペラントは計画言語で
あるが、早くから言語共同体が成立し、語彙
の使用が生産的な造語規則と言語共同体内
での慣用との両方から規定される性質をも
っているという点、および語構成の透明性が
極めて高いという点において、言語の構造と
して特徴的であり、コロケーションの在り方
に関しても示唆するところが多い。 

 平成２２年度に予定されている国立国語
研究所による「現代日本語書き言葉コーパ
ス」の構築は、日本語コーパス言語学の進展、
とりわけコロケーション研究への応用にと
って大いに期待されることである。しかしな
がら、理論的な基盤に対する理解が伴っては
じめて、コーパスを十分に活用することが可
能になることは明らかである。コロケーショ
ンに関しても辞書に関する実践的蓄積は多
いとは言えず、理論的基盤もまだ確固として
は存在しない。 

 

２．研究の目的 

 本研究においては、コロケーションに関連
する、語彙項目間のさまざまな関係の在り方
を、コーパスを用いてより明確化するための
通言語的な方法論の基礎を考究することを
目指す。本研究課題の初期においては、英語
研究一般、特にコーパス語彙研究において、
コロケーション類似形式がこれまで理論的
また実際的にどのように取り扱われてきた
かを整理することが目標となる。 

 本研究課題の第二の目標は、計画言語エス
ペラントの語彙体系にみられる図式性と慣
習性とを整理した上で、それらの拮抗がコロ
ケーションにどのような形で反映されてい
るかを探る点にある。さらに、個別言語にお
けるコロケーション研究を、それぞれの言語
における語の性質に留意しながら、通言語的
コロケーション研究の基礎付けを行うこと
を目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1)語彙論、辞書学の理論、特に英語コーパ
ス言語学の立場からの語彙論、辞書学の分野
への応用について、文献調査および研究者と
の意見交換を進め、コロケーション類似現象
の理論的解明および辞書における記述のケ
ース・スタディ的な調査を行った。その際に、
フレイジオロジーと呼ばれて近年注目され
つつあるる現象については、ドイツ語やロシ
ア語に関する研究もみられることから、これ
らの言語圏における研究の流れにも特に留
意した。 
 
(2)エスペラントの計画性と社会性の関係に
ついて、世界エスペラント協会、日本エスペ
ラント学会図書館等における文献調査を行
った。また、エスペラントの社会性を重視す

べきことを確認するためオーストリア国立
図書館を訪問して日本では入手困難な文献
を閲覧した。同図書館では、さらにエスペラ
ントおよびドイツ語圏、東欧圏におけるコロ
ケーション研究に関する文献の調査を行っ
た。 
 また、既存のエスペラントのテキストデー
タベースの量的な拡大に努める一方で、そこ
からのコロケーション情報の抽出の手法お
よび言語教育上で有意義な情報の整理につ
いて、コーパスツールの利用方法および検索
結果からのコロケーション情報の抽出につ
いて多数のケーススタディを行った。また、
オランダ、アムステルダム大学を訪問して、
テキストデータベースの構築と利用法につ
いて資料を収集し、研究者と意見を交換し、
そこから得られた知見を随時ケーススタデ
ィに反映させた。 
これらの研究を進めながら、内外の研究者

と意見を交換しつつ、エスペラントのコロケ
ーション研究の理論化に取り組んだ。 
 
(3)日本語に関しては、既存の文献とデータ
を利用して、コロケーション類似概念の分類
について、理論的研究および実践的なパイロ
ット調査を進めた。特に英語の場合との違い
を念頭におきつつ、文献によりコロケーショ
ン研究の情報収集を継続した。英語、日本語、
エスペラントそれぞれの言語構造の違いに
応じたコロケーションの位置づけについて、
考察を深めた。 
 
４．研究成果 
(1)英語コーパス言語学に関しては、語彙論、
辞書学の分野への応用についての文献研究
およびその他の情報収集において、フレイジ
オロジー、コリゲーション、イディオムなど
のコロケーション類似現象に特に注目した
が、ドイツ語、ロシア語におけるフレイジオ
ロジー研究の流れとの関連性が当初の予想
以上に大きいことが確認できた。 
研究の蓄積が大きいものの、派生語におけ

るコロケーションの継承の有無については、
理論的に未決着の部分が多く、今後の研究が
必要であることが分かった。 
 

(2)文献調査の結果、エスペラントの成立に
おける語根レベルでの計画性を強調しがち
な従来の固定観念は適切なものではなく、構
文からテキストに及ぶレベルにおいける社
会的慣習性をさらに重視すべきとの見解を
得るにいたった。 
 テキストデータベースからのコロケーシ
ョン情報の抽出の手法および言語教育上で
有意義な情報の整理について行ったケース
スタディから、語義区分ごとのコロケーショ
ンの異同、また派生に際してのコロケーショ



 

 

ンの継承の有無について、個別語彙項目ごと
に一定の知見を得ることができ、その成果は
随時発表した。その教育上の応用についても
一定の成果を得た。 
語が基本的な語義から転義的な語義に意味
が拡張されている場合、その意味の変化に応
じてコロケーションのパターンも変わるが、
これは動詞や形容詞において顕著に見るこ
とができる。 
例えば、動詞 danki「感謝する」は、その

意味からして実生活においてさまざまな場
面で用いられるが、くだけた場面と堅苦しい
場面とでの使用の違いは、副詞(句)とのコロ
ケーションの違いと関係している。 
また、この動詞を修飾する副詞と同じ語根

から作る名詞 danko「感謝」を修飾する形容
詞には、ある程度の平行性が見られる。しか
し、このような派生に際してのコロケーショ
ンの継承は、機械的に見られるわけではない。
動詞 zorgi「気遣う、心配する」を修飾す
る強意副詞は、multe, tre, tro, bone が多く、
atente, dilegente なども見られるが、名詞
zorgo を修飾する強意形容詞は granda, 
grava, profunda, forta などであり、平行関
係が見られない。 
さらに、形容詞 zorga は「細心の、入念

な」の語義で preparo, kontrolo, analizo, 
esploro, laboro などの名詞との共起が認め
られる。一方、副詞 zorge は対象に対する
働きかけを意味する atenti, aŭskulti, 
rigardi や知的活動や判断を意味する動詞
distingi, ekzameni, esplori, elekti, eviti, 
konsideri, kontroli, legi, observi, studi, 
pripensi、準備や仕上げを意味する動詞
aranĝi, prepari, ellabori, fari、身づくろい
や清掃に関する動詞 balai, brosi, kombi, 
lavi, razi などとのコロケーションが目立
つ。このように品詞の転成においてコロケ
ーションが必ずしも形式的な平行関係を示
さない事例はほかにも多く見られた。それ
ぞれの語の意味および頻繁に使われる使用
場面などの要因が関わっている。 
エスペラントは形態論的な透明性が高い

ため、これらの現象を観察することが容易
であるという事実は特筆に値する。他の言
語においては、品詞の転成において別語根
の語が現れることがあるため、コーパスツ
ールの利用においても検索結果の読み取り
においても、現象の観察が容易ではない。
また、コロケーションのパターンに違いが
みられたにしても、その要因を特定するこ
とが難しい。 
 
(3)日本語については、国立国語研究所によ
る現代日本語書き言葉均衡コーパスが完成
したことから、その標準的な検索システムで
ある少納言および中納言を利用したコロケ

ーションの抽出方法について検討を行い、正
規表現の一定程度の有用性が確認できた。Ｄ
ＶＤ版については、公開が遅れたので、十分
な検討をすることができなかったが、さまざ
まな条件でコロケーションを抽出するため
の検索ツールの整備が今後は不可欠である。 
 
(4)これらの結果、コロケーション類似現象
は統語的に密接な関係にある内容語同士の
場合を典型としつつも、その周辺部において
は、それぞれの言語における語の形態論的性
質に依存して、多様な広がりをみせていて、
コーパスからのコロケーションの抽出にあ
たっては、このことを十分に考慮すべきであ
るとの結論にいたった。また、統計的な調査
に加えて、言語体系および運用上の位置づけ
と文化的な意味づけを考慮すべきであるこ
とも確認された。これらの観察はコーパスを
言語教育および辞書編集に利用する際にお
いて念頭に置かれるべきことである。 
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